
保護者アンケートの感想は、

担当AIが読んで選び、文にする。

塾長はどの声をどこまで

載せるかを決めるだけ
AIエージェントの動き方の一例（見本：架空の学習塾）

株式会社SeKnAck

見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空です。見本のため、ホームページはこのMacの中だけの見本のページです（公開していません）



いまの困りごと

保護者の感想は紙とフォームに分かれ、読み返して書き分ける

手間が重いため、いただいた声がしまったままになりやすい

学習塾で、夏期講習のあとの保護者アンケートを集めた時に起きること（見本の教室の例）

1 感想が紙とフォームに分かれる 2 読んで載せる声を選ぶ手間 3 書き分けと、誰か分かる所

起きていること

■ 手書きのアンケートは紙の束、

フォームの回答は表に分かれている

■ 塾長が読み返せるのは、授業の後

■ 紙の束とフォームの表を読み返し、

伝わる声と、載せてよいか（了承の欄）を

確かめる

アンケート 数

手書きの紙 6枚

フォームの回答 10行

読む声 16件

■ ホームページ・チラシ・SNSで、長さを

変えて書き分ける

■ 学校名や点数など、どのお子さんか

分かる所に気をつける

そのため
➢ いただいた感想が、しまったままになる ➢ チラシの入稿（10月24日）までに、

声を選び切れない

➢ 載せてよいかの判断が後回しになり、

声が使われない

注：1〜3の手作業の流れは見本データの説明、入稿の日は担当AIが作った判断シート、数は今回の見本（夏期講習のあとのアンケート）から

出所：見本の作業場（見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 2 / 10



全体の流れ

塾長はアンケートを撮って頼み、どの声をどこまで載せるかを決めるだけで、

読むことと文づくりは担当AIが引き受ける

アンケートが集まってから、チラシの原稿とページの下書きに入るまで（見本：架空の学習塾） 実線：今回の流れ 主役の仕事

この資料の言葉 担当AI

教室のPCの中で、この仕事を受け持つAI

判断シート

AIが決めない所を、選び方と変わることを並べて塾長に聞く1枚

印

感想の中の、伝わる所に付けた蛍光ペンの線

1 感想が集まる

紙とフォームで

2 写真を撮って頼む

看板から

3 読んで選び、文にする

3種類の長さで

4 どこまで載せるか決める

塾長が決める

5 原稿と下書きに入る

公開・入稿は塾長

保護者
アンケートに書く

担当AI
教室のPCの中

塾長
スマホで見る

使う道具 アンケートの紙・フォームの表
声の載せ方の決まり・

面談のメモ
AIタスクボード・判断シート・お客様の声の一覧

手書きの紙と

フォームに感想を書く

アンケートを撮って

看板から渡す

読んで印を付け、

3種類の文を作る

判断シートで

載せる声を決める

チラシの原稿と

ページの下書きに

入れる

確かめて

入稿・公開する紙は写真で渡す

載せるかは決めない

注：番号は次のページから説明する順。ホームページは下書きに入れるだけで、公開・入稿・SNSへの投稿は塾長が行います

出所：見本の作業場の担当AIの手順（見本の教室は架空） 3 / 10



1 読む

写真を添えて頼むと、担当AIは手書きの紙とフォームの回答を合わせて

16件読み、面談のメモと照らす

塾長のスマホの画面（左・中）と、頼んでから担当AIがすること（右）

1 塾長が写真を添えて頼む 2 読み終えた一覧
頼んでから担当AIがすること 今回の見本で分かったこと

■ 一言欄

➢ 「夏期講習のあとのアンケートの紙を

撮りました。フォームの回答とあわせて、

冬期講習のチラシとホームページに載せる

声を作ってください。」と書いて始める

看板の「お客様の声を文に」から

■ 手書きのアンケート

➢ 写真を1枚ずつ開いて、感想と了承の欄を

読む

写真6枚（読めない字はなし）

■ フォームの回答

➢ 作業場の表から読む

10行

■ 面談のメモ

➢ 口頭の了承や、気をつけたい話と照らす

10月の三者面談のメモ

塾長はアンケートの紙を撮って、一言を書いて「始める」を押すだけです。フォームの回答と面談のメモは、担当AIが作業場から読みます

注：写真は担当AIが作業場の中で読みます。フォームの回答は表のまま、面談のメモは塾長が面談の後に書いた物を読みます

出所：見本の作業場で、担当AIの「お客様の声を文に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 4 / 10



2 声を選ぶ

担当AIが16件の感想を同じ見方で読み分け、

載せる候補を6件にしぼる

読んだ声16件（手書き6・フォーム10）を、同じ3つの見方で仕分けた結果 読んで分かった所 気をつける所（塾長に聞く）

仕分け

中学3年 手書き 1枚目 学年まで 「自分で机に向かうようになりました」 なし 候補

小学6年 手書き 2枚目 イニシャルと学年まで 「宿題のたびに泣いていました」 なし 候補

中学2年 手書き 3枚目 学年まで 「学校の進み方に合わせて教えてもらえる」 学校名・点数 候補

中学3年 手書き 5枚目 未記入 「本人の話をじっくり聞いてくださり」 紙の了承が未記入 候補

小学4年 フォーム 1行目 学年まで 「家での親子げんかが減りました」 なし 候補

小学6年 フォーム 6行目 イニシャルと学年まで 「その日の様子を先生がひと言教えてくださる」 なし 候補

小学5年 手書き 6枚目 載せないでほしい 了承の欄が「載せないでほしい」 なし 載せない

小学5年 フォーム 8行目 載せないでほしい 了承の欄が「載せないでほしい」 なし 載せない

中学1年 手書き 4枚目 学年まで 何が良かったかが分からない なし 見送り

中学2年 フォーム 2行目 学年まで 感想が「特になし」 なし 見送り

中学3年 フォーム 3行目 イニシャルと学年まで 点数が上がった話は、手書き3枚目の方が何が良かったかまで具体的なため 点数 見送り

中学1年 フォーム 4行目 学年まで ホームページに今載っている声（中学2年「質問しやすい」）と同じ話のため なし 見送り

中学3年 フォーム 5行目 学年まで 自習室の話が今の声と重なり、学校名・部活で誰か分かりやすい 学校名・部活 見送り

中学2年 フォーム 7行目 学年まで 感想が書かれていない なし 見送り

中学1年 フォーム 9行目 学年まで 良かった所は分かるが短く、通う前と後の違いが見えにくいため なし 見送り

中学3年 フォーム 10行目 未記入 様子が分かる話はフォーム6行目の方が具体的で、了承も未記入のため 了承が未記入 見送り

了承の欄 伝わる所（印）／見送った理由 気をつける所

注：担当AIの「お客様の声の一覧」の中身から。了承なしで載せない2件・見送り8件。学校名・部活の名前と点数は、この資料では書いていません。候補6件には、それぞれホームページ用・

チラシ用・SNS用の文があります（計18本）

出所：見本の作業場で、担当AIの「お客様の声を文に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 5 / 10



3 担当AIが決めない所

どの声をどこまで載せるか、了承のない声をどうするかは、

担当AIは決めず、塾長が決める

載せる候補6件（左。濃い色は気をつける所がある声）と、塾長に聞く所の中身（右。画面は判断シートのQ2） 気をつける所がある（2件）

載せる候補の6件

中学3年 手書き 1枚目 なし

小学6年 手書き 2枚目 なし

中学2年 手書き 3枚目 要確認

中学3年 手書き 5枚目 要確認

小学4年 フォーム 1行目 なし

小学6年 フォーム 6行目 なし

拡大：気をつける所がある2件（担当AIが決めない所）

中学2年

元の感想に学校名と点数がある

（面談のメモ：塾に通っている

ことを友だちにあまり

言っていない）

中学3年

紙の了承が未記入（面談で

口頭の了承はあるが、名乗りの

形は聞けていない）

誰か分かる所と了承を並べ、どこまで載せるかは

塾長に聞く

シートでも学校名は伏せ、選ぶと変わる

こととおすすめの理由を並べる

注：担当AIは載せるかどうかを決めません。読んで印を付け、文を作るまでです。どの声を載せるか、個人が分かる所をどこまで出すか、保護者の了承をどう確かめるかは塾長が決めます。画面の

学校名と点数の行は消しています

出所：見本の作業場で、担当AIの「お客様の声を文に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 6 / 10



4 1枚で確認

学校名と点数をどこまで出すかは、選ぶと変わることと面談のメモを

並べた1枚で、塾長が選ぶだけで済む

担当AIが作った判断シートのQ2（左）と、その中身の比べ（右。シートの選択肢・選ぶと変わること・おすすめの理由から）

1 塾長のスマホに届くシート（Q2）
案A　 推奨・塾長が選んだ

学校名も点数も伏せる

案B

学校名は伏せ、点数は出す

案C

両方出す（確かめてから）

選ぶと変わる

こと

■ ページの文は

「定期テストで、数学の点が

上がりました。…」になる。

点数の具体さは減る

■ 点数の上がり方まで載る。

伝わり方は強くなるが、点数で

お子さんが分かる人も

いるかもしれない

■ 保護者に確かめるまで、この

声は入れずに進める（確かめは

塾長から）

分かっている

こと

■ 面談のメモ：塾に通っている

ことを、学校の友だちには

あまり言っていないらしい

■ 点数も、同じ学校の

友だちには分かることがある

■ 了承の欄は「学年まで」

こんな時
➢ お子さんの気持ちを先に

守りたい時

➢ 点数の伸びを伝えたい時 ➢ 保護者と直接話せる時

判定

◎ 学校名も点数も伏せるのが

安全で、伝えたい所（学校の

進み方に合わせる）は残る

△ 点数でお子さんが分かる

おそれ

○ 了承が取れれば強いが、

チラシの入稿に間に

合わないかもしれない

注：Q1（どの声をどこに）・Q3（了承が未記入の声）も同じ1枚で聞き、Q4で入れる文そのものも確かめます。案Dの別案は下の窓に書けます。画面の学校名と点数の行は消しています

出所：見本の作業場で、担当AIの「お客様の声を文に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 7 / 10



5 答えと原稿

塾長が答えると、決めた声だけがチラシの原稿とページの下書きに入り、

記録の表にも足される

塾長のスマホの画面（答えてから原稿と下書きができるまで。順に1〜3）

1 判断シートで4つに答える

「回答文を作る」で「Q1 A / Q2 A / Q3 A / Q4 A」

ができ、カードの会話欄に貼って送る

2 チラシの原稿に声が入る

声の枠3つに、中学3年・K様 小学6年・小学4年の一言

3 ページの下書きに声が入る

新しい声5件を前に足して計8件（公開中は3件のまま）。

記録の表は3行 → 8行

注：時間の目安：手作業で約70分の声の整理と文づくりが、確認の約5分になります（見本の条件での試算。担当AIの作業は約6分（見本の撮影で実測）、手作業は声1件1分×16件＋文1本

3分×18本で計算）。見本のため、ホームページはこのMacの中だけの見本のページです（公開していません）

出所：見本の作業場で撮影した塾長のスマホの画面（見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 8 / 10



御社に合わせる

保護者アンケートとチラシは一例で、お客様の口コミや店頭のPOPなど、

今お使いの形に合わせて作り直せる

今回の見本で使った物と、御社に合わせて置き換えられる物 今回の例 置き換えられる物

集める声 →

載せる紙 →

載せるページ →

決める所 →

ここでお見せしたのは一例です。「ここをこう変えたい」をお聞かせください。

今回の例（見本） 置き換えられる物（例）

保護者アンケート お客様アンケート・口コミ・レビュー

チラシ 店頭のPOP・パンフレット

ホームページ Googleの店舗ページ・SNS

判断シート（スマホ） LINE・チャット

注：右の列は置き換えの例です。教室・治療院・工務店など、お客様の声を集めている業種で同じ形が使えます。実際にどれを使うかは、お話を伺ってから決めます

出所：株式会社SeKnAck 9 / 10



導入とその先

最初の1つを使える状態で納品し、その先は伴走で一緒に広げていく

最初の1つの納品から社内に根づくまでの4段と、お問い合わせ先

納品までと、その先の伴走

伴 走

納品で

終わりではない

ここまでが初期導入

お問い合わせ先

資料のご請求・お問い合わせ

ai-setup@seknack.com
株式会社SeKnAck

1

例を見る

見本は動き方の例。「うちなら

これ」を1つ選ぶ

2

最初の1つを納品

御社の業務とお使いの

道具に合わせて作り直し、

導入まで済ませてお渡し。

その日から使えます

3

伴走で広げる

使いながら、2つ目・

3つ目の業務も一緒に

作っていけます（内容と

進め方はご相談）

4

社内に根づく

社内のAI担当者が育つ、

または社長ご自身がAIを

使いこなせる状態まで

注：伴走の内容と進め方は、ご相談のうえ決めます。

出所：株式会社SeKnAck（このページまでの画面と数字は見本の作業場の物。見本の教室・保護者・アンケート・ホームページは架空） 10 / 10


